
別紙 

障がい程度の判定基準及び表示区分 

 

１ 重度「Ａ」とその他「Ｂ」の判定基準 

（１）重度「Ａ」 

  ア １８歳未満の者 

    「平成２４年８月２０日 障発０８２０第３号厚生労働省社会・援護局障害保健福

祉部長通知「重度障害児支援加算費について」２対象となる措置児童等についての（１）

又は（２）に該当する程度の障がいであって、日常生活において常時介護を要する程

度のもの 

  イ １８歳以上の者 

    昭和４３年７月３日児発第４２２号厚生省児童家庭局長通知（「重度知的障害者収

容棟の設備及び運営の基準について」）の１の（１）に該当する程度の障がいであっ

て、日常生活において常時介護を要する程度のもの 

（２）その他「Ｂ」 

       知能指数が概ね７５以下であって、（１）に該当するもの以外の程度のもの 

 

２ 手帳の表示区分 

  重度「Ａ」、その他「Ｂ」を原則として知能指数により次のとおり区分する。 

  ただし、知能指数が表示区分（Ａ３を除く）の境界付近にある場合は、日常生活能力の到達水

準を考慮して総合的に判断するものとする。 

 

  区分   表     示                 程度  

Ａ 

 Ａ１ （最重度）  ＩＱ２０以下 

 Ａ２ （ 重 度 ）  ＩＱ２１～３５ 

 Ａ３ （重度（合併））  ＩＱ３６～５０で身体障害者手帳１～３級を所持 

Ｂ 
 Ｂ１ （ 中 度 ）  ＩＱ３６～５０ 

  Ｂ２ （ 軽 度 ） ＩＱ５１～概ね７５  

 

 


